
 

 

ＪＲ連合 

ＮＥＷＳ 

ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 

2023年度 

Ｎｏ.１２ 

２０２３年７月１９日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ四国労組第 42回定期大会 

 

ＪＲ四国労組は７月 10 日、高松市内において第 42 回定期大会を開催した。代議員・特

別代議員、傍聴者ら総勢約 130 名出席のもと、スローガンに「団結 創造 実践 新たな局

面を迎えたコロナ禍を乗り越え 『ユニオンビジョン 2023』の前進を図り さらなる組合員・

家族の幸せを実現しよう」を掲げ、2023年度の運動方針を満場一致で決定した。 

来賓として連合徳島の島和久会長、ＪＲ四国の西牧世博社長、ジェイアール四国バスの

髙須賀浩社長らを迎え、ＪＲ連合からは政所大祐事務局長が出席した。 

冒頭、挨拶に立った大谷清執行委員長（ＪＲ連合副会長）は、運動方

針の３つの柱である「安全・安定・安心輸送の確立」「組織の強化・拡大」

「労働条件の改善」に加え「政策と政治の取り組み」について、この間

の運動を通じた所感や今後の取り組みに対する決意を述べるとともに、

３年以上続いてきたコロナ禍の影響を振り返りつつ、「５類引き下げ以

降、ＪＲ四国グループの経営動向も明るい方向に転じつつある。労働組

合として安全の取り組みを第一義とした運動方針の実践、『ユニオンビジ

ョン 2023』の推進を通じ、明るい未来を見いだす２０２３年度にしよう」と呼びかけた。 

 また、来賓として挨拶に立った政所事務局長は、新体制の確立を報告す

るとともに、組織の強化・拡大の重要性や労働組合の存在意義について正

しく理解を得る取り組みの必要性に言及。また、策定した各種政策提言を

活用し、政治活動と併せて実現に向けた運動を力強く展開していく決意

を述べた。 
 

新体制を確立し「ユニオンビジョン 2023」の前進を図る！ 
 

 議事では、2023年度の運動方針等が提起され、11名の代議員、特別代議員から安全の確

立や労働条件改善に係る要望等に関する質疑を受け、執行部の中間答弁および中村鉄平書

記長の総括答弁の後、すべての議案が満場一致で可決された。 

役員改選では、石川敏也執行委員が退任

するとともに（ＪＲ連合・産業政策局長に

就任）、新三役（副執行委員長）に中野圭司

氏、執行委員（専従）に和田庄平氏を選出。

また初の女性執行委員として玉井江吏香氏

を選出するなど、運動方針に基づく諸活動

を推進し、「ユニオンビジョン 2023」の前進を図っていく新たな役員体制を確立した。最後

に、大谷執行委員長の「団結ガンバロー」で定期大会を締めくくった。 


